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新型コロナウィルス感染拡大状況下における 

各国の生産者の状況 
各団体の状況をメールや SNS で尋ねたところ、次の
ようなメッセージが届きました。6 月時点でまだ外出
規制が敷かれているところもあり、経済活動の再開が
難しい状況がうかがえます。引き続き各団体と連絡を
取りながら、AWEP で対応できるニーズが届きました
ら可能なかぎり支援をしていきます。（奈良雅美） 
 

 

外出制限が続いています。閉じこもら
なければならないので孤⽴感がありま
すが、メンバーは元気です。新型コロ
ナウィルスが流⾏する前は、サージカ
ルマスクは 1 枚 5 ペソでしたが、今は
35 から 40 ペソに高騰しています。通
常の小物製品のオーダーは途絶えてい
ますが、フィリピンでは、慢性的にマ
スクが不⾜しているので、中古の布
（日本の着物地など）を使って布マス
クを生産しています。布マスクは繰り
返し使えるので重宝されています。 
 

ランパラハウスランパラハウスランパラハウスランパラハウス（（（（フィリピンフィリピンフィリピンフィリピン））））    

 

シャクティサムハシャクティサムハシャクティサムハシャクティサムハ（（（（ネパールネパールネパールネパール））））    

外出制限が続いています。メンバーもシェル
ターで保護されている⼥性たちも元気です。
⾷料など必要な物品は備蓄しているので、当
⾯は⼤丈夫です。助成⾦を得て救援活動も⾏
っています。早く状況が良くなることを祈っ
ています。 

 

バーントーファンバーントーファンバーントーファンバーントーファン（（（（タイタイタイタイ））））    

メンバーみんな元気です。今
年は 4 月の水かけ祭りが中止
になり、残念でした。外出規
制などが緩和されて、バーン
トーファンもこれからそろそ
ろ仕事を始めます。 
 

 

アピクリアピクリアピクリアピクリ（インドネシア）（インドネシア）（インドネシア）（インドネシア）    

アピクリでは、新型コロナウ
ィルスに対応した新しい⾏動
基準を定めました。マスクの
着⽤や⼿洗い、⾝体的距離、
などです。売上は特に地元か
らの注文が減っています。 

ご卒業おめでとうございます︕ 
学生ボランティア ありがとうございました 

AWEP の活動に欠かせない学生ボランティアの存在。これまでも多くの学生ボラ
ンティアの方々が活動に関わり、AWEP を支えてくださいました。今春、卒業・
就職を機に AWEP ボランティアを卒業されるお二人の方からのメッセージです。 

お薬手帳入れ（フィリピン・ランパラハウス） 

―私がプレゼントしたお薬手帳の使い勝手はどう？―私がプレゼントしたお薬手帳の使い勝手はどう？―私がプレゼントしたお薬手帳の使い勝手はどう？―私がプレゼントしたお薬手帳の使い勝手はどう？    

柄がお気に入り。それにしっかりしているところ。冊

子だけだと紙が薄くて頼りないのだけれど、このカバ

ーをかけるとバッグの中に入れても折れたりしない

し。 

―改善してほしい点はあるかな？―改善してほしい点はあるかな？―改善してほしい点はあるかな？―改善してほしい点はあるかな？    

そうね。これはポケットが６つあるけれど少し減

らして、診察券が飛び出さないように１つ１つを

もう少し深くしてあるといいかも。 

―診察券の数は少ない方がよいかもね。―診察券の数は少ない方がよいかもね。―診察券の数は少ない方がよいかもね。―診察券の数は少ない方がよいかもね。    

そうねー。上手に薬と付き合いながら、健康に気を

付けなきゃね。                     

 

私は１年ほど AWEP でボランティア活動をしました。 

その活動の中で私は「自ら知り、行動すること」の重要性を学びました。 

ボランティア活動中、AWEP の方々とのお話などを通して少しずつ、日本にいる

外国人女性の現状や課題を知るようになりました。 

そこから、自分に何かできることはないかと強く考えるようになりました。当時

の私は、何か大きな行動を起こすほどの知識や経験はありませんでした。そこで

自らがボランティアを通じて学んだことを周りの人たちに「伝える」という活動

をしました。私のちょっとして行動でも、その話を聞いた誰かがさらに他の人た

ちに伝えていくことで、注目されなかった課題が注目され、少しでも解決に向か

うきっかけになると思ったからです。 

 現在の日本だけでなく世界には数多くの課題があります。正直皆、何かしたい、という気持ちはあってもな

かなか行動できないのが現状だと思います。ただ、まず課題を知ろうとするだけでも大きな一歩であり、さ

らにそれを多くの人に広めていく事が、その次の大きな行動に繋がる大切なステップなのではないかと、

AWEP での活動を通して気付かされました。AWEP の皆さん、本当にありがとうございました。 

鈴⽊ 美帆 さん 

今春、神戸大学大学院を卒業しました高月渚と申します。AWEP では、2018 年

4 月から約 2 年間、ボランティアとして活動させて頂きました。私は学部時代か

ら発展途上国の課題やジェンダーについて興味を持っており、大学院入学を機に

AWEP に関わらせて頂きました。ボランティア活動を重ねるうちに、「アジア女

性の自立」というトピックは、国外のみならず在日外国人女性が多く住む日本国

内でも依然として課題であることが分かりました。ボランティア活動の中でも頻

繁に関わらせて頂いた「あんしんつうしん」のインターネット放送の製作では、

そのような女性たちの生の声をお聞きすることができ、非常に貴重な経験をさせ

て頂きました。AWEP の活動を終えた今、これまで以上に女性たちの自立に貢献

高月 渚 さん 

したいという気持ちを抱いております。最後になりましたが、いつも事務所で温かく迎えてくれ、たくさん

のことを教えてくれた AWEP の皆さんには感謝の気持ちでいっぱいです。今後とも陰ながら AWEP の活動

を応援しております。 

�私のお気に入り  

フィリピンのアブラ織を全面に使った「お薬手帳入れ」、

筆者の母に以前プレゼントしました。使用して２年ほどで

すが、感想を訊いてみました。 

奈良 雅美 


